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昭和45年9月22目～10月1目

地熱開発および利用に関する国際連合シンポジウム
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〔注〕1.開経年月2.会合名3.会場4.主催者

5.連絡先(掲載順位は原稿到着順)
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1新刊紹介1

｢鉱山史話一九州編(I)一｣理博木下亀城著

今でこそ斜陽産業といわれる石炭鉱業もかろては新興産業

員本の原動力としてその使命はきわめて商いものであった.

とくに九州の石炭はその量質ともにわが国所要の過半を占め

近代産業の父ともうたわれた.本蓄では九州における炭議

事業のあしどりのみならず交通運輸の変遷発達そしてそ

く主要内容〉
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九州における看炭の発見2.日本で一番古い炭嬢

筑豊炭団の籍蟹期4.黎明期の佐賀･長崎県下の炭田

富行炭肺の外国人技師6.明治初期の筑豊炭田

串央大等と石炭8.九州の御三家
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